
委員会の視察先とテーマ
厚生文教委員会
１０月１６日
▽東京都調布市
　知的障害者援護施設について

議会運営委員会
１０月１８日、１９日
▽岩手県滝沢市
　議員間討議について
　�市民参加（議会モニター、議会
サポーター、議会アドバイザ
ー）について
▽岩手県北上市
　政策提言について
　タブレット端末の活用について

建設環境委員会
１0月24日、25日
▽愛知県名古屋市
　�名古屋交通計画2030の取組につ
いて
▽愛知県蒲郡市
　ごみ減量への取組について

※�過去の行政視察報告書は、議会
図書室（本庁舎４階）または情
報公開コーナー（第二庁舎６
階）で閲覧できます。また、行
政視察報告書を市ホームページ
で公開しています。

斎
藤
康
夫

（
参
政
党
）

令
和
４
年
の
合
計
死
亡
者
数

は
令
和
２
年
と
比
べ
コ
ロ
ナ
関

連
死
者
数
を
除
い
て
約
16
万
人

増
加
し
て
い
る
。
広
島
原
爆
に

よ
る
死
者
数
に
匹
敵
す
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
３
回
目
、
４
回

目
、
５
回
目
の
接
種
数
グ
ラ
フ

の
３
つ
の
山
は
超
過
死
亡
数
の

グ
ラ
フ
の
３
つ
の
山
と
時
期
、

形
状
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

原
因
究
明
は
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
こ
の
理
由
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
副
反
応
の
可
能
性
を
否

定
で
き
ず
、
コ
ロ
ナ
で
亡
く
な

る
方
よ
り
ワ
ク
チ
ン
で
亡
く
な

る
方
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
可

能
性
が
あ
る
と
も
言
え
る
。

ア
厚
生
労
働
省
は
、
９
月
20

日
か
ら
の
追
加
接
種
は
高
齢
者

と
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
以
外
の

生
後
６
か
月
以
上
の
努
力
義
務

を
撤
回
し
た
。
こ
の
状
況
の
中
、

小
児
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
慎
重
に
す
べ
き
で
、
接
種
券

を
直
接
送
る
の
で
は
な
く
、
保

護
者
に
考
慮
す
る
機
会
を
与
え

る
た
め
に
ハ
ガ
キ
通
知
に
す
べ

き
。
イ
泉
大
津
市
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
死
亡
者
、
健
康
被
害

者
へ
の
健
康
被
害
支
援
金
制
度

を
小
金
井
市
で
も
導
入
す
べ
き
。

部
長
　
ア
令
和
５
年
秋
の
一

斉
発
送
以
降
、
努
力
義
務
が
外

れ
る
方
に
は
接
種
を
希
望
す
る

方
の
申
請
に
よ
り
接
種
券
を
発

行
す
る
よ
う
に
変
え
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。
イ
国
の
制
度

と
し
て
健
康
被
害
救
済
制
度
が

あ
る
の
で
、
現
時
点
で
は
支
援

金
を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
。

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

❶
東
小
金
井
駅
近
く
の
自
転

車
駐
輪
場
が
廃
止
さ
れ
、
市
民

か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

北
口
に
出
店
す
る
大
型
店
舗
の

駐
輪
場
を
増
や
す
こ
と
や
、
区

画
整
理
区
域
内
の
ま
ち
づ
く
り

用
地
の
暫
定
使
用
な
ど
で
増
設

し
な
い
か
。

市
長
　
大
型
店
舗
に
は
附
置

義
務
以
上
の
台
数
の
設
置
を
求

め
て
い
る
。
区
画
整
理
の
状
況

も
踏
ま
え
、
で
き
る
こ
と
を
検

討
す
る
。

❷
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

11
号
線
に
つ
い
て
。
ア
市
長
は

な
ぜ
、
中
止
の
申
し
入
れ
を
行

わ
な
い
の
か
。
イ
東
京
都
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
た
結
果
、
今
年
度

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
な
ど
の
予
算

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
ア
４
月
に
で
き
た
ア
ル
ペ

な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
小
金
井
の

把
握
は
。
鎌
倉
の
な
ん
み
ん
セ

ン
タ
ー
の
活
動
の
把
握
は
。
イ

「
鎌
倉
な
ん
み
ん
共
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
参
考
に
地
域
で
の
取

組
を
。
ウ
「
難
民
を
支
え
る
自

治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
参

加
を
。
エ
仮
放
免
者
、
難
民
等

の
把
握
と
支
援
を
。
オ
外
国
籍

市
民
へ
の
支
援
を
居
住
支
援
協

議
会
の
課
題
に
。
カ
外
国
籍
児

童
へ
の
学
校
や
保
育
等
の
支
援

体
制
を
。
キ
学
校
で
難
民
問
題

に
触
れ
る
機
会
は
。

市
長
　
ア
２
０
２
０
年
に
鎌

倉
に
設
立
、
難
民
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
住
居
、
食
事
提
供
。
今

年
４
月
に
小
金
井
に
２
つ
目
が

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
の
権
利
）

新
庁
舎
及
び
新
福
祉
会
館
建

設
事
業
。
市
民
案（
見
直
し
案
）

は
、
執
務
面
積
は
減
ら
さ
な
い

で
、
地
下
駐
車
場
や
中
間
免
震

層
で
減
ら
し
、
２
千
㎡
の
面
積

を
削
減
す
る
。
現
設
計
は
建
設

費
115
億
円
だ
が
、
見
直
し
案
は

91
億
円
と
な
る
。
70
年
間
の
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
で
は
、

現
設
計
は
461
億
円
、
見
直
し
案

は
366
億
円
、
差
は
117
億
円
と
い

う
大
き
な
開
き
と
な
る
。
現
設

計
の
ま
ま
進
め
て
い
く
の
は
妥

当
な
の
か
。
私
は
是
正
す
べ
き

と
考
え
る
。

部
長
　
面
積
を
削
減
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
も
連
動
し
て
減
額
す
る

と
い
う
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。

開
始
。
イ
後
援
な
ど
で
支
援
。

ウ
所
管
の
整
理
な
ど
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
検
討
を
進
め
る
。

課
長
　
エ
確
認
で
き
る
仮
放

免
者
は
０
件
。

部
長
　
オ
意
見
と
し
て
承
る
。

多
言
語
表
記
に
つ
い
て
は
研
究
。

カ
学
校
で
は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
調
整
の
役
割
。

指
導
主
事
　
キ
小
学
校
６
年

生
の
社
会
科
で
難
民
の
話
題
に

触
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

❷
精
神
病
院
入
院
や
施
設
入

所
後
の
生
活
保
護
利
用
者
も
含

め
て
の
状
況
把
握
を
。
地
域
生

活
中
心
に
。

部
長
　
医
療
保
護
入
院
だ
と

把
握
で
き
る
が
、
任
意
だ
と
把

握
で
き
な
い
。
地
域
の
暮
ら
し

の
支
援
体
制
は
協
議
会
を
立
ち

上
げ
て
議
論
し
て
い
く
。

が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
ま
た
令
和
３
年
度

の
国
土
交
通
省
の
交
通
量
調
査

結
果
は
過
去
と
比
較
し
て
減
少

し
て
お
り
、
都
の
将
来
交
通
量

予
測
の
根
拠
は
崩
れ
て
い
る
。

市
長
は
早
急
に
都
に
要
請
す
べ

き
で
あ
る
。

市
長
　
ア
調
整
中
で
あ
る
。

部
長
　
イ
新
し
い
交
通
量
デ

ー
タ
に
基
づ
く
検
討
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

❸
人
体
に
影
響
が
あ
る
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
汚
染
に
つ
い
て
、

防
衛
省
は
米
軍
横
田
基
地
か
ら

の
漏
出
を
日
本
共
産
党
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
初
め
て
認
め
た
。
災

害
井
戸
の
検
査
、
血
液
検
査
を

行
わ
な
い
か
。

部
長
　
現
時
点
で
検
査
を
行

う
考
え
は
な
い
。

地
下
駐
車
場
を
地
上
に
置
く
、

執
務
環
境
に
影
響
が
な
い
範
囲

で
中
間
免
震
層
を
な
く
す
と
い

う
考
え
が
前
提
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
削
減
面
積
分
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
に

な
る
と
言
え
る
。
意
見
と
し
て

は
伺
う
が
、
私
ど
も
は
現
設
計

を
進
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
、

早
期
実
現
を
目
指
す
。

■
そ
の
他
、
連
雀
通
り
の
中
町

の
狭
隘
部
分
（
都
市
計
画
道
路

で
な
い
部
分
）
の
交
通
安
全
に

つ
い
て
、
先
進
自
治
体
の
事
例

（
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
な
く
し
、

車
道
幅
を
狭
く
し
、
歩
道
ス
ペ

ー
ス
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、

大
型
車
の
流
入
を
減
ら
し
、
ま

た
、
自
動
車
が
速
度
を
落
と
す

よ
う
に
な
る
効
果
を
生
み
出

す
）
の
研
究
を
求
め
ま
し
た
。

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ

い
て
。
ア
そ
こ
に
焦
点
を
当
て

た
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
わ
な
い
か
。

イ
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
家
賃
助

成
を
実
施
し
な
い
か
。

部
長
　
ア
ひ
と
り
親
家
庭
を

対
象
に
し
た
調
査
を
予
定
し
て

い
る
。
イ
住
宅
相
談
は
福
祉
総

合
窓
口
に
つ
な
げ
る
。

❷
生
活
保
護
の
改
善
に
つ
い

て
。
ア
「
電
気
代
の
値
上
げ
で

エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
利
用
者
が
い
る
。
夏
季

加
算
や
見
舞
金
な
ど
の
支
給
を

行
わ
な
い
か
。
イ
高
齢
者
世
帯

な
ど
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
費
助

成
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長
　
ア
市
長
会
要
望
で
、

夏
季
加
算
の
支
給
、
都
の
独
自

の
対
応
を
求
め
て
い
る
。
イ
都

の
省
エ
ネ
事
業
を
紹
介
し
て
い

く
。❸

保
護
猫
活
動
に
支
援
を
行

っ
て
ほ
し
い
。

部
長
　
助
成
金
な
ど
の
情
報

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
伝
え
て
い

き
た
い
。

■
そ
の
他
、
C
o
C
o
バ
ス
の

運
賃
値
上
げ
を
元
に
戻
し
、
シ

ル
バ
ー
パ
ス
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
東
小
金
井
駅

で
の
ま
た
ぎ
利
用
の
改
善
、
ベ

ン
チ
の
設
置
、
回
数
券
販
売
所

の
増
設
、
北
東
部
循
環
の
バ
ス

停
を
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ
北
口
付
近

に
新
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

全
国
及
び
都
内
で
学
校
給
食

費
無
償
化
が
進
ん
で
い
る
。
都

内
で
は
す
で
に
21
区
１
市
５
町

村
に
ま
で
実
施
及
び
実
施
予
定

で
あ
る（
質
問
時
点
）。
多
摩
格

差
と
言
わ
れ
財
政
的
に
実
施
が

難
し
い
と
言
わ
れ
る
多
摩
地
域

で
さ
え
や
っ
て
い
る
市
が
あ
る
。

日
本
共
産
党
は
長
年
、
無
償
化

を
求
め
続
け
一
般
質
問
や
条
例

提
案
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。
子

育
て
世
帯
に
と
っ
て
経
済
的
負

担
が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い

る
学
校
給
食
費
は
、
義
務
教
育

は
本
来
無
償
で
あ
る
か
ら
、
無

償
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ア

学
校
給
食
無
償
化
の
広
が
り
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。
イ
市

は
毎
年
の
よ
う
に
20
億
円
以
上

河
野
麻
美

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
ア
行
政
計
画
に
、
市
長
自

ら
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
と

定
め
た
小
金
井
３
・
４
・
11
号

線
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
。
当

該
地
域
の
通
過
交
通
の
危
険
性

軽
減
の
た
め
年
間
約
400
万
、
延

べ
約
１
億
円
を
要
し
配
置
す
る

交
通
誘
導
員
を
今
後
も
継
続
す

る
の
か
。
イ
国
分
寺
崖
線
で
既

に
整
備
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路

２
路
線
に
つ
い
て
、
東
京
都
の

環
境
影
響
評
価
事
例
事
後
調
査

報
告
書
に
よ
る
と
環
境
に
係
る

測
定
値
は
予
定
値
を
下
回
り
環

境
が
破
壊
さ
れ
た
事
実
は
な
い
。

道
路
整
備
が
は
け
と
野
川
の
自

然
を
破
壊
す
る
と
主
張
す
る
根

拠
は
。
ウ
地
域
防
災
計
画
で
は

都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

く
も
の
で
あ
っ
て
、
情
勢
の
変

化
に
応
じ
、
計
画
の
見
直
し
も

あ
り
得
る
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
都
市
計
画
道
路
の
整

備
対
策
が
不
要
に
な
っ
た
と
い

う
情
勢
の
変
化
が
あ
っ
た
の
か
。

市
長
　
ア
財
政
負
担
軽
減
で

は
な
く
、
本
市
の
環
境
保
全
の

観
点
で
判
断
す
る
。
イ
環
境
が

変
わ
る
こ
と
は
壊
さ
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
ウ
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
執
行
す
る
。

❷
市
内
関
係
者
が
広
く
参
加

し
、
少
量
多
品
目
生
産
を
中
心

と
す
る
都
市
農
業
が
持
続
可
能

と
な
る
た
め
の
施
策
基
盤
の
構

築
や
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

課
長
　
本
市
の
地
域
特
性
を

踏
ま
え
つ
つ
研
究
す
る
。

の
黒
字
を
出
し
て
翌
年
度
に
繰

り
越
し
て
、
基
金
に
積
ん
で
い

る
。
そ
れ
を
活
用
し
、
市
と
し

て
学
校
給
食
費
無
償
化
を
行
う

べ
き
。

部
長
　
ア
物
価
高
騰
の
中
、

保
護
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
ろ

う
と
、
都
内
の
一
部
の
自
治
体

で
期
間
限
定
等
を
含
め
て
無
償

化
を
行
う
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
一
般
財
源
を
捻
出
す
る
と

な
る
と
、
実
施
す
る
の
は
大
変

厳
し
い
。
学
校
給
食
費
無
償
化

は
国
レ
ベ
ル
の
施
策
で
実
施
す

る
も
の
と
考
え
る
。
イ
給
食
費

補
助
に
一
般
財
源
を
使
う
こ
と

は
難
し
い
。

■
そ
の
他
、
介
護
保
険
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

支
援
の
改
善
・
拡
充
を
求
め
ま

し
た
。

地
域
か
ら
の
難
民
支
援
と

精
神
障
が
い
者
の
退
院
支
援
を

東
小
金
井
駅
周
辺
の

自
転
車
置
き
場
の
増
設
を

小
児
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
は
慎
重
に

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

強
化
を
求
め
る

70
年
間
で
117
億
円
の
ム
ダ

こ
う
す
れ
ば
防
げ
る

３
・
４
・
11
号
線
／
市
内
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

学
校
給
食
費
無
償
化
を

よ
り
良
い
介
護
保
険
制
度
に
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